
１．はじめに  

現在,我が国の公共工事においてはコスト縮減が

進行し，急速な生産性の向上が求められている．こ

ういった状況を背景として,工事の品質低下が懸念

されており，現実に粗雑工事が増加しているという

報告も見られる．その要因として，品質確保の基本

となる遂行管理システムが充分に機能していないこ

とがあげられる. 本研究は，我が国の現状のプロジ

ェクト遂行管理システムの分析に基づき，効果的な

品質マネジメントを行うための方法論を見出し，品

質欠陥の発生を抑制する品質管理体制を構築するた

めの方策を提言することを目的としたものである. 

２．公共工事における品質欠陥問題の原因 

 本研究では複数の品質欠陥事例の調査を行い，共

通する原因を整理した．ミスが発生しても監督員は

問題が発生するまで気がつかなかったということが

共通していた．建設プロジェクトにおける品質管理

基準は，施工計画書，スケジュール管理表といった

遂行管理基準によって設定され，機能するものであ

る．つまり，品質欠陥要因はこの施工計画書，スケ

ジュール管理表が機能していないために発生したも

のであると考えられる． 

３．建設プロジェクトの品質確保のためのマネジ

メント構造 

本研究では，プロジェクトの品質確保のために本

来必要不可欠なものを抽出し，マネジメントモデル

を構築した．図-１に構築したマネジメントモデルを

示す．安全・品質を確保するための核を成している

のは施工計画書であり，適切な施工管理体制は施工

計画の完備だけではなく、コストと時間を含めた総

合管理によって成り立つことがわかる．さらに，ス

ケジュール管理項目とコスト管理項目が連動するよ

うにプロジェクトマネジメント構造の体系化を行う

ことが必要になる。そのためにはＷＢＳ (Work 
Breakdown Structure)の構築を行ない，作業の細分

化と体系化を図ることが求められる． 

４．国際建設プロジェクトにおける遂行管理標準 

国際建設プロジェクトにおける施工計画書は，

契約書の一部として位置づけられ，当該プロジェ

クトの遂行方法を宣言するものとして位置づけら

れている．また，契約金額の内訳と工程表は，契

約条件と深く関連を持つことになり，実質的に契

約的な拘束力が伴っている． 

５．国内建設プロジェクトにおける実態調査 

国内建設プロジェクトにおける施工計画書が工程

表・内訳書と関連し，具体的に遂行管理基準として

使用できる内容になっているかを確認することを目

的として，実際の施工計画書を定量的に分析・評価

した．評価項目・評価基準については，経験ある技

術者の知見を取り入れた評価システムを本研究にて 
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図-1 プロジェクト管理基本フロー 
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構築した．サンプルは品質問題事例(2 事例)・国内

プロジェクト(20 事例)・国際プロジェクト(4 事例)

である．表-1 に分析結果を示す．施工方法・品質

管理の項目においては企業の規模が大きいほど

精度が高い傾向にある．これは企業の技術力やマン

パワーが大きく影響していると考えられる．また，

総合管理の基本となる内訳書，組織表，工程表の充

実度に関して言えば，国内プロジェクトは国際プロ

ジェクトに比べて評価が低くなった．総合的には，

国際プロジェクトの施工計画書が最も充実してお

り，国内プロジェクトは企業規模が大きい順に評価

が高いという結果となった．最も評価が低かったの

は品質欠陥事例であった．品質欠陥事例における総

合管理の不十分さが浮き彫りになった結果である．

次に，公共発注機関，建設会社の勤務者 126 名に対

してアンケートを行い，工事管理の実態調査を行っ

た．主な質問項目及び回答結果を図-2および図-3に

示す。 

請負者側はコスト・時間・品質管理の連携を前提

として契約図書を作成していないとともに，発注者

も連携した契約図書の提出を重要視していないこと

がわかる． 

６．結論 

我が国の公共工事においてはコスト・時間・品質

管理の連携を前提とした契約図書の作成を行うこと

が求められていないため，遂行管理基準に従ってプ

ロセス管理を行う概念が希薄である．その根本的な

原因は従来の官主導・民従属の 2 者構造執行形態に

よる指名入札システムにおいて施工計画が形骸化し

てしまっていることにある．「協調原理」から「競争

原理」に転換される産業において発注者側と受注者

側の双方の技術力を統合した体制を構築すべきであ

る．その具体的方策を以下に提言する． 
①入札時に入札図書の一部として施工計画書の提出

を求めるシステムを構築する． 
②契約図書の一部として施工計画書を位置付ける． 
③発注者による遂行管理基準を重視した施工計画評

価システムを活用及び構築する． 
④WBS 構築を基本にコストとスケジュールが連携

した施工計画書を作成させる． 
⑤PM ソフトを用いた発注者と受注者による生産性

管理データの共有体制を構築する． 

 

以上の方策を実行するには，国内プロジェクトに

おける施工計画の充実を図り，管理体制が其の通り

に行われているか確認するプロセスの構築が求めら

れる．そのためにはより高度で具体的に施工計画を

評価するシステムを構築する必要がある． 
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国内大手 
（4 事例） 9.0 3.3 8.3 4.3 4.5 16.0 3.0 48.3

国内中堅  

（11 事例） 6.7 2.0 8.0 3.7 4.9 13.5 2.5 41.5

国内地元 
（6 事例） 7.7 2.0 8.3 3.7 5.0 10.3 2.3 39.4

品質欠陥 
（2 事例） 5.0 2.0 7.0 4.0 4.0 12.0 2.0 36.0

国際建設 
（4 事例） 18.5 9.0 17.0 2.5 6.3 14.0 0.9 70.1

表-1 主項目別・施工事例別の評価平均点数

11．完全に．完全に連携連携

2．連携しているが完全ではない。
3．連携の意識はあるが連携していない
4．連携の意識はなく作成
55．．連携させる連携させる必要性を感じていない。必要性を感じていない。

6．無回答

11．完全に．完全に連携連携

2．連携しているが完全ではない。
3．連携の意識はあるが連携していない
4．連携の意識はなく作成
55．．連携させる連携させる必要性を感じていない。必要性を感じていない。

6．無回答

問ⅰ：積算に際し，施工計画書と単価内訳書およ

び工程表の連携を意識して入札図書を作成しま

すか 
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図-2 請負者における契約図書の連携意識 

1.1. 厳密に審査する。厳密に審査する。

2.一応審査対象とする。
3.審査対象としない。。
4.審査の必要性を感じていない。
5.無回答

1.1. 厳密に審査する。厳密に審査する。

2.一応審査対象とする。
3.審査対象としない。。
4.審査の必要性を感じていない。
5.無回答
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問ⅱ：施工計画書と単価内訳書および工程表の

連携を入札審査対象としていますか． 

図-3 発注者における契約図書の連携審査意識 
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